平成２8年度

ＫＥＭＳ 外部環境監査

報告書

柏市外部環境監査委員会

平成２９年２月１５日

　　平成２８年度　ＫＥＭＳ外部環境監査タイムスケジュール
	日　付
	時　間
	内　容


	場　所

	2月７日(火)
	9:00
	集合
	本庁舎　３階

３０５会議室



	
	9:10～９:50
	聴取監査①

（環境政策課）
	

	
	10:０0～10:４0
	聴取監査②

（スポーツ課）
	

	
	10:50～11:30
	聴取監査③

（地域支援課）
	

	
	11:30～12:45
	昼食
	

	
	12:45～13:00
	移動
	

	
	13:00～13:50
	現地監査①

（旭町近隣センター）
	旭町近隣センター

	
	13:50～14:０５
	移動
	

	
	14:０５～15:５５
	現地監査②

（しこだ保育園）
	しこだ保育園

	
	15:５５～15:１０
	移動
	

	
	15:１0～16:０0
	現地監査③

（柏中学校）
	柏中学校


主席　　　　青木　誠　（EA21審査人，ISO14001審査員補）

　　　　　　山本昭彦　（EA21取得事業所経営者：柏産業懇話会所属）

　　　　　　村田静枝　（柏市環境審議会委員：柏市ストップ温暖化サポーター）

　　　

平成２８年度 ＫＥＭＳ外部環境監査 報告書

	項　目
	内　容

	監査日
	平成２９年２月７日（火）

	監査の目的
	ＫＥＭＳの有効性の確認

	意見及び提言
	今回のＫＥＭＳ外部環境監査は，聴取監査３部署（環境政策課，スポーツ課，地域支援課）及び現地監査３か所（旭町近隣センター，しこだ保育園，柏中学校）において，システム規定事項の実施状況及び有効性，環境負荷低減への取組状況，前回外部環境監査指摘事項への取組状況，システム改善の必要性などについて確認を行うとともに，各部署の事業や業務と環境改善の係わりや，行政機関として市民や事業者への環境マインド，環境配慮行動についての働きかけなどの聴取を行いました。
１．環境政策課（環境管理事務局）

前回監査の提言１３項目については，全５部署において真摯に受け止めていただき，全項目について対応が終了していることを確認しました。

ＫＥＭＳに規定された事項(事務事業登録・報告，温室効果ガス排出量報告，法的要求事項遵守，研修，監査，システム見直しなど)は，監査の範囲内では適切に実施されています。この結果，「柏市環境基本計画(第三期)」「第二期柏市地球温暖化対策計画」「柏市エコアクションプラン」「柏市公共施設等低炭素化指針」等に基づく環境配慮事業が環境方針に沿って進められ，市施設及び市域の環境負荷低減に寄与しており，ＫＥＭＳの有効性を確認しました。

ＫＥＭＳ本編（第９版）の大幅な変更点は，事務事業登録方法と実績報告であり，行政改革推進課事務事業管理とＫＥＭＳ事務事業管理の重複の軽減を意図したシステム改善が行われていて評価されます。この結果，各部署の事務量は軽減されていますが，事務局の事務量は大幅に増加していることが今後の課題であり，継続的な改善が望まれます。

ＫＥＭＳ事務事業登録方法については，事務局が行政改革推進課事務事業から「柏市環境基本計画(第三期)」「第二期柏市地球温暖化対策計画」などに係わる事業を注出して「ＫＥＭＳ事務事業一覧表を作成」し，各部署がこれに追加変更を行うシステムに変更していますが，その効果として，登録件数が平成２７年度８１件から，平成２８年度は１２４件となり大幅に増加しています。しかし各部署からの独自目標の追加登録は５件であり，次の段階では通常業務に関連する独自目標などの更に幅広い活動が望まれます。

平成２７年度の運用実績はＫＥＭＳ事務事業登録８１項目中，６５項目（8０％）において目標が達成され成果をあげていますが，更なる向上を期待します。尚，目標未達項目については，規定されている通りに「ＫＥＭＳ事務事業目標未達事由報告書」により未達事由，改善策等が報告されています。

市施設全体の温室効果ガス排出量については，柏市エコアクションプランにおいて平成２４年度を基準に，平成２５年度から３２年度の施設分類毎の削減目標値がＫＥＭＳ本編５章に追加され，目標が明確化されています。平成２７年度目標５．６％削減（平成２４年度比）及び平成３２年度目標１５％以上削減（同）に対し，平成２７年度実績は，清掃施設，公園施設の運転方法変更や第一水源地の運用停止などにより，１１％削減(対前年比４．１％削減)となり全体としては良好に推移しています。個別にみると平成２７年度は１５施設中，目標達成が６施設，未達成が９施設で過半数の施設が未達成であり，今後の改善を期待します。

評価できる事項は以下のとおりです。

ア　システムの継続的改善

ＫＥＭＳ事務事業登録方法と実績報告方法を変更して「柏市環境基本計画(第三期)」「第二期柏市地球温暖化対策計画」などとの整合性の向上を図り，登録分野・件数を大幅に拡大するとともに，各部署の事務量を軽減しています。

イ　内部環境監査

　ＫＥＭＳ規定事項のみならず，「その他の積極的な取組み」についても聴取・記録して水平展開が行われていて良好です。継続してＫＥＭＳ事務事業の対象になる部署の活動を引き出すように指導をお願いします。

ウ　市民啓発

　市民などへの環境マインド，環境行動についての働きかけは，「かしわ環境フェスタ２０１６」「緑のカーテンコンテスト」などとともに「エコカー体験＆展示会２０１６」「フットパス＆景観まちあるき」などの新たなイベントが企画開催され，それらが柏市のホームページで発信されていて良好です。

エ　職場表彰

　「環境配慮を加味した入札によるＰＰＳ導入」「照明ＬＥＤ化のリース方式一括導入による早期省エネ実現」が実施され，それらの事業が評価され，表彰されていて良好です。

提言事項は以下のとおりです。

ア　システムの継続的改善

　ＫＥＭＳ事務事業管理のために行政改革推進課事務事業管理データを更に活用できるように，行政改革推進課及び同様のニーズを持つ他部署と連携して，柏市の経営システムの全体最適化への継続的な検討をお願いします。

イ　ＫＥＭＳ本編改訂時の留意点

　今回ＫＥＭＳ本編が大幅に改訂される中で，「運用管理のイメージ図」から具体的な文書名や書式名が削除され，「１０章システム見直し」から見直しに必要な具体的資料名が削除されていますが，ＫＥＭＳ本編は多部署がよりどころとするものであり，改訂時に内容を正確に継承する観点から，当初の意図も考慮して削除箇所を検討されることを推奨します。

ウ　環境方針

　「柏市環境基本計画(第三期)」の４つの分野目標に合わせるために環境方針の基本方針から「(5)市民協働」を削除した結果，環境教育及び県や近隣市との連携などの記載が失われてしまいました。環境学習は，「柏市環境基本計画（第三期）」の３章２節（３）や重点プロジェクトに記載されている内容ですので，環境方針の基本理念などへの記載の検討をお願いします。

エ　法的要求事項の周知

法的要求事項の遵守については，「平成２７年度ＫＥＭＳ法的要求事項確認表」｢平成２８年度法的要求事項登録表｣により確認しましたが，聴取において該当施設等の管理は施設担当部署により行なわれているものの，自部署にどのような特定施設があるのかなどについての把握不足が見受けられましたので，庁内説明会，内部環境監査などを通じて更なる周知をお願いします。

ＫＥＭＳは２４６部署という広範囲に亘る大規模なシステムですが，多業務を行いつつ少人数でシステムを回している事務局の方々の熱意と努力に敬意を表するとともに，監査時に終始真摯に対応していただいたことに感謝いたします。

２．スポーツ課

　ＫＥＭＳに事業登録している手賀沼エコマラソンについて伺いました。

生涯啓発，環境啓発，健康，まちづくり，スポーツ振興として開催し，5回目から「エコ」がついて今年22回目，全国マラソン大会100選に選ばれています。今年の参加者は9000人で柏市民は3000人，昨年は2000人だったが市民枠を増やしました。参加者に配布するパンフレットに，環境啓発の文章を記載し子どもが描いた環境ポスターの優秀作を掲載しています。

　また，ビジョンとしての「よみがえる手賀沼」ののぼりを400本とアドバルーンもあげています。

　会場までは公共交通機関の利用の徹底，我孫子駅からは無料バスを運行し茨城方面からの来場者に対応しています。前日はスタッフ総出でゴミ拾いを行っています。会場のゴミについては各出展者が回収し終わった後も確認するがほぼ落ちていませんでした。

　提言事項は以下のとおりです。

ア　たくさんの組織や人が関わり大変なところもあると思いますが，いろいろな可能性を秘めたイベントだと思いますので今後もより啓発の場所として，更に，参加者や来場者がエコに参加できる仕組みなど検討をお願いします。

イ　「親子でロコモ」というイベントで，親子と手賀沼の今と昔で対比させる環境学習を通じて環境保全の啓発に役立つというお話がありました。今後形になるよう検討をお願いします。

ウ　新春マラソンやスポーツドリームなど集客の多いイベントで，環境保護，保全，エコな情報を発信するなど環境政策課やストップ温暖化サポーターや地域環境団体などと協力し合って行うことの検討をお願いします。

３．地域支援課

KEMS運用状況としては理解が深く良好です。施設管理として柏市内近隣センターの運用がありますが年数回に及ぶ所長会議の中，又は掲示板を利用して環境配慮に有効な内容があれば情報を展開するなど工夫がなされているのが聴き取れました。

　KEMS事務事業登録されている防犯灯の整備に関しても進捗管理が十分になされていて良好です。

　提言事項は以下のとおりです。

ア　近隣センターを新設される際の事業者選定では，環境配慮した工事を行う事業者であることも選定条件に入れていただきますよう，検討をお願いします。
４．旭町近隣センター

KEMS運用状況としては理解が深く良好です。エコアクションプラン実績把握が十分になされており水道蛇口の管理からエアコンの管理，その他環境配慮に尽くせる施設内の工夫がなされておりました。また，ふるさと協議会とのコミュニティーが図れており，共有スペースでの使用品などが手作りにて設置されている備品を拝見する限り，市民利用者と共に活動をされていると感じました。

　ただ，柏市防災拠点再生可能エネルギー等導入推進事業を活用して設置された太陽光発電に関しては，利用スペースから一見できるものがなく少し残念な感じを覚えました。
５．しこだ保育園

照明をLEDに平成２８年３月に替えて削減状況は良好です。
各部屋に温湿度計をつけて管理し節電しています。夏は遮光カーテンを使用し冬も扇風機を回して部屋の中の空気を循環させています。ティッシュペーパーは１/２にカットして使用し，裏紙も使用しています。夏はグリーンカーテンをして収穫したものは用務員が料理して職員みんなで食べていてコミュニケーションのひとつとなっています。また，トイレットペーパーの使用量，水を流す量も決まっていてふきんを洗う時はバケツを使用し手を洗う石鹸に独自のストッパーをつけるなど，節水，節電等の取り組みの様子がよくわかりました。

野菜を育てたり，2才児クラスはゴーヤのカーテンを一緒に植えたり，地域の人や世代間交流などで実体験を大切に進めています。またゴミの分別も先生たちが中心にしっかりと行っていることが分かりました。

提言事項は以下のとおりです。

ア　保育目標に「自分で考え行動する子ども」とありますので，より実体験の場として可能なクラスは，ゴミ箱の工夫を行うなど，子どもたちが自分で考えて行動できるような環境を作っていただくことを検討をお願いします。

６．柏中学校

　緑豊かな広い敷地と７０年の伝統を誇る中学校で，緊急避難所併設の体育館などが特徴になっています。

　環境教育については，年間指導計画に基づき，国語，理科，家庭科，保健体育などの各教科の中で計画・実施されるとともに，風プラン（環境，人権，国際理解などの分野における講演会活動）にも取り入れられ，良好に進められています。

　地域連携については，学校区内の小学校との連携や地域の会（ゆいの会）との交流などが積極的に行われ，六国プロジェクト，落ち葉ボランティア，校内空中庭園の植栽管理など様々な環境活動が協働して進められていて良好です。

　情報発信については，柏中学校のホームページに様々な情報が掲示されていますが，「今日の一枚」のページに環境も含め日々の学校の様子が分かり易く発信されていて良好です。

法的要求事項の遵守については，劇物の保管管理，理科実験廃液の処分，給食残渣の処分，ＰＣＢ保管などが適切に行われていることを確認しました。環境施設（グリーストラップ，空調機等）の管理は施設担当部署が実施していることを確認しましたが，自部署にどのような特定施設（騒音，振動）があるのか，｢平成２８年度法的要求事項登録表｣などにより再度確認をお願いします。

提言事項は以下のとおりです。

ア　環境教育は広範囲に亘っていますので，ＥＳＤ（持続可能な開発のための教育）も含め教科間の連携，協力も検討されることを推奨します。
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